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表 9 

 

 

表 10 は、7 変数について因子分析を行った結果であり、2 因子が析出された。 

  

表 10 

 

 



180 

 

第 1 因子には、「1 そっとしておけば部落差別はなくなる（逆）」、「4 部落差別につ

いて学習するから差別はなくならない（逆）」、「6 部落差別をなくすために啓発活動に

力を入れるべきだ」の 3 変数が高い因子負荷量を示している。これらの変数は、「寝た子

を起こす意識」因子と解釈できる。第 2 因子には、「5 今後も部落差別はなくならない

と思う（逆）」、「2 引っ越しをする場合、差別を受けてきた地域かどうか気になる

（逆）」の 2 変数が高い因子負荷量を示している。そこで、第 2 因子は「部落忌避反対意

識」因子と名付ける。 

「寝た子を起こす意識」と「部落忌避反対意識」とが、別の因子となったことを押さ

えておこう。 

 尺度を構成するにあたり、クロンバックの信頼性係数を求めたところ、「寝た子を起こ

すな」は 0.684 と比較的高い数値であるが、「部落忌避反対意識」は 0.404 であって、尺

度化において十分に高いとは言えず、今後の課題とする。 

「寝た子を起こす意識」因子に高い因子負荷量を示す 3 変数への回答の平均値を、「寝

た子を起こす度」尺度とする。「部落忌避反対意識」因子に高い因子負荷量を示す 2 変数

への回答の平均値を「部落忌避反対度」尺度とする。「寝た子を起こす度」も「部落忌避

反対度」も点数が高いほど人権意識は高いと評価できる。 

 

6）「障害のある人の人権」に関する考え方 

 表 11 は、「障害のある人の人権」に関する意識である 7 変数の度数分布である。 

 これら 7 変数を用いて、尺度化のための因子分析を行う。 

因子分析を行うにあたって、変数を人権意識の低いほうから高いほうへ 1 から 4 とな

るように、選択肢の順序を変更する。「1 身近に住む障害のある人が虐待を受けている

疑いがあると感じたら、通報することが望ましい」、「4 障害のある人が地域で暮らせる

ようにサポートすることが望ましい」、「5 出生前診断は「命の選別（出生前診断）」に

つながるから避けるべきだ」、「6 障害のある人をじろじろみたり、避けたりすることは

望ましくない」については、選択肢を反対にし、「そうは思わない」1，「どちらかと言え

ばそうは思わない」2，「どちらかと言えばそう思う」3，「そう思う」4 とする。 

 人権意識が低いと解釈される変数には、（逆）の文字を付している。 
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表 11 

 

 

 表 12 は、因子分析の結果である。 

 

表 12 
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第１因子には、「2 障害のある人には関わりたくない（逆）」、「3 近所に障害者施設

が建つのはいやだ（逆）」、「4 障害のある人が地域で暮らせるようにサポートすること

が望ましい」、「1 身近に住む障害のある人が虐待を受けている疑いがあると感じたら通

報することが望ましい」、「6 障害のある人をじろじろみたり、避けたりすることは望ま

しくない」の 5 変数が高い因子負荷量を示している。障害のある人びとが地域の中でと

もに生活することを支持する意識と解されることから、「障害者包摂意識」因子と名付け

る。 

 クロンバックの信頼性係数は 0.654 であり、これら 5 変数によって尺度を構成するこ

とに問題ないと判断される。 

 これら 5 変数への回答の点数の平均値を「障害者包摂度」尺度とする。点数は 1 から 4

の範囲を取る。 

 

7）「外国籍の人の人権」に関する考え方 

 表 13 は、外国籍の人の人権意識に関する 8 変数の度数分布である。 

 

表 13 

 

  

 これら 8 変数を用いて因子分析を行う。 

 因子分析を行うにあたって、人権意識が低いほど点数が低く、高いほど点数が高くなる

ように選択肢を並び替える。 

「3 外国籍の人が差別的な言葉や行動を受けることは許せない」、「4 職場に外国籍

の人が増えるのは好ましいと思う」、「7 外国籍の人の国の歴史や文化を尊重すべきだ」

については、「そうは思わない」1，「どちらかと言えばそうは思わない」2，「どちらかと
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言えばそう思う」3，「そう思う」4 とする。また、人権意識の低さを示す変数には、変数

の後ろに（逆）を付す。 

 表 14 は、因子分析の結果である。 

 

表 14 

 

 

 因子分析の結果、第 1 因子には、「1 近所に外国籍の人が多く住んでいると治安が心

配である（逆）」、「2 外国籍という理由でアパートを貸してもらえないのは仕方がない

（逆）」の 2 変数が高い因子負荷量を示している。これらは、外国籍の人びとを地域住民

として受け入れることを支持する意識であると解されることから、「外国籍包摂意識」因

子とする。 

第 2 因子には、「7 外国籍の人の国の歴史や文化を尊重すべきだ」、「4 職場に外国籍

の人が増えるのは好ましい」、「3 外国籍の人が差別的な言葉や行動を受けることは許せ

ない」の 3 変数が高い因子負荷量を示している。これらは、外国籍の人びとの多様性を

尊重する意識と解されることから、「外国籍尊重意識」因子と名付ける。 

「外国籍包摂意識」と「外国籍尊重意識」とが、別の因子になったことを押させてお

こう。 

 クロンバックの信頼性係数は、「外国籍包摂意識」因子は 0.715 であり、尺度化におい

て問題ないと判断できる。「外国籍尊重意識」因子は 0.558 で十分に高いとは言えない

が、今回はこのまま尺度化することとする。 

 「外国籍包摂意識」因子に高い因子負荷量を示している変数への回答の点数の平均値を

「外国籍包摂度」尺度とする。また、「外国籍尊重意識」因子に高い因子負荷量を示して

いる変数への回答の点数の平均値を「外国籍尊重度」尺度とする。いずれも、平均値は 1

から 4 に分布する。 

 


